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　本日は、大阪・関西万博のジャマイカ・ナショナルデーで来日したジャマイ
カ青少年訪問団が、岩美高校を訪れ、異なる文化が出会い、互いの魅力を伝え
合う、心温まるひとときとなりました。
学校玄関で、「Two cultures, One future」と書かれた生徒手作りのウェルカ
ムボードが掲げられ、大きな拍手と笑顔で訪問団を歓迎。歓迎スピーチやプ
レゼントの交換などをして、交流会は穏やかにスタートしました。

　校内見学の後、図書室では岩美高生が英語で岩美町の魅力を伝えるプレゼンテーションをしました。「海」「食」「温
泉」の3チームに分かれ、工夫を凝らしたスライドで紹介。生徒たちはクイズを交えたり、ジャマイカの生徒に質問し
たりするなどして、盛り上げました。ジャマイカの皆さんも興味津々で聞き入っていました。

　次に一行は、岩井温泉明石家を訪問。400年の歴史ある旅館
の館内を見学し、日本の伝統や情緒に触れる貴重な体験とな
りました。　その後、渚交流館ではモトフサ現代美術館の岡野
元房さんの指導のもと、貝殻を使ったストラップづくりに挑
戦。岩美高生がサポートしながら、ジャマイカの皆さんも夢中
になって制作。個性豊かな作品が完成し、笑顔が絶えない時間
となりました。

　今回の交流を通して、生徒たちは言葉や文化の違いを超え
て、互いの魅力を認め合い、深い絆を育むことができました。

「楽しかった！」「もっと話したかった！」という声があちこち
から聞こえ、まさに"実りある交流"となりました。

岩美高等学校は今年で創立77周年を迎えました。本日は、記念式典を岩美町
中央公民館「いわみんホール」にて開催しました。
　式典は野澤校長の講話から始まりました。校長は「変化こそが継続の本質
である」という考え方を紹介し、人体の細胞が一定の周期で入れ替わる仕組
みをわかりやすく説明しました。皮膚は約1か月、赤血球は2か月、骨は3か月、
そして脳を含む全身の細胞は約5年ですべて新しくなるという事実を通じ
て、人は常に変化しながらも"自分"を保ち続けていると語りました。この考え
方を学校に重ね、生徒や教職員が入れ替わっても、岩美高校はその精神や文
化を受け継ぎながら存在し続けていると強調。変化を受け入れ、つなぎなが
ら歩むことの大切さを伝える、深いメッセージとなりました。

　続いて、第一部では岩美高校の卒業生3名を講師として迎え、それぞれの進路や現在の仕事について語っていた
だきました。登壇したのは、鳥取市立宮ノ下小学校教員の澤大貴さん、岩倉小学校教員の竹島大成さん、岩美町役場
職員の小島一恵さん。地元で活躍する先輩たちのリアルな体験談は、在校生にとって将来を考える大きなヒントと
なり、年齢の近さもあって親しみやすく、心に響くメッセージとなりました。　　　

　第二部では、前校長の辻中孝彦氏
をファシリテーターに迎え、卒業生
3名と在校生代表の3年生・木下さ
ん、寺口さんによるパネルディス
カッションが行われました。

　和やかな雰囲気の中にも真剣なやりとりが交わされ、高校生ならではの
鋭い質問に対して、講師陣が丁寧に答える場面が印象的でした。進行役の辻
中氏の軽快なトークも相まって、会場は終始活気に満ちていました。式典の
最後には、在校生から感謝の気持ちを込めて、壇上の4名に花束が贈呈され
ました。岩美高校の歴史を振り返り、未来の自分を思い描くきっかけとなっ
たこの一日は、生徒たちにとって学びと感動に満ちた時間となりました。

　77年の歴史の中で、岩美高校は幾度となく人の入れ替わりを経験しながらも、地域とともに成長してきました。
今後も地域連携、探究学習、国際交流の活動を発展させながら、新しい変化に柔軟に対応し、県や地域にとって"必要
な存在でありたい"--そんな思いが込められた記念式典でした。

８月７日

岩美高校 創立77 周年記念式典９月１８日

英語でプレゼン！岩美町の魅力を伝える

温泉旅館とアート体験で日本文化に触れる
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　今年も「いわみイングリッシュバスツアー」が開催されました！
岩美町に新しく赴任したALT（外国語指導助手）の皆さんを迎え、ハローイワッツ参加
の１，２年生と３年生の英語選択者の中から１３名の生徒が参加し、町の魅力を英語
で紹介しました。
　ツアーには、アメリカ・イギリス・インド出身のALT5名が参加。
ツアー出発の前に、岩美町教育委員会の大西教育長と岩美高校の野澤校長から「今日
は高校生と一緒に岩美を楽しんでください！」と温かい歓迎のメッセージが贈られま
した。

　山陰海岸ジオパーク学習の一環として、岩美町の豊かな自然を直接体
験する校外活動を行いました。今回訪れたのは、山陰海岸ジオパーク海と
大地の自然館、そして浦富海岸島めぐり遊覧船。地形・地質・生物など、岩
美町の海岸に広がる自然の魅力を、五感で学ぶ貴重な機会となりました。

■山陰海岸ジオパーク海と大地の自然館
　副館長の安藤和也さんより、日本列島の成り立ちや地層の変動につい
て、展示パネルを用いた丁寧な解説をいただきました。気が遠くなるほど
の年月をかけて形成された地形の壮大さに、生徒たちは目を輝かせなが
ら聞き入っていました。3D動画による映像体験もあり、理解を深めるこ
とができました。

■浦富海岸島めぐり遊覧船　
　渚交流館で昼食をとった後は、待ちに待ったクルーズ体験。船長のガイドを聞きな
がら、爽やかな夏の海を進む船上から、岸壁のダイナミックな造形や遠くに広がる鳥
取砂丘を眺めるひとときは、まさに自然と一体になるような感覚でした。生徒たちは
終始笑顔で、海風を感じながら岩美の地形の美しさと迫力を実感していました。
今回の校外活動を通して、生徒たちは岩美町に広がる自然の価値を深く理解し、地球の歴史にふれるような学びを得る
ことができました。山陰海岸ジオパークを実際に体験することで、教室では得られない発見や感動があり、今後の探究活
動への意欲にもつながる経験となり、充実した学習機会となりました。

　続いて訪れたのは「道の駅きなんせ岩美」。
岩美の特産品やグッズをALTに紹介する場面では、生徒たちが積極的に英語で説明。最
初は緊張していた生徒たちは、ALTと次第に打ち解け、笑顔あふれる交流の時間となり
ました。

　最後は、鴨が磯の浜辺での散策と記念撮影。
岩美町が誇る美しい海の景色に、参加者全員が癒されるひとときです。自然の中での交
流は、言葉の壁を越えた心のつながりを感じさせてくれました。
　今年で2回目となるこのバスツアー。
生徒たちの英語力だけでなく、積極性や思いやりのある姿勢に大きな成長が見られま
した。2学期からのハローイワッツ活動も、ますます盛り上がりそうです！

　最初の訪問地は、岩井温泉の老舗旅館「明石家」。
山本社長自らが館内を案内してくださり、日本の伝統と情緒にALTたちは興味津々。生
徒たちは2?3人で1名のALTをサポートし、英語での質問に一生懸命答える姿が印象的
でした。
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学 山陰海岸ジオパークで学ぶ岩美の自然

　岩美高校の1年生が1学期から取り組んでき

た「山陰ジオパーク学習」。この授業は、岩美町

を舞台に、生徒たちが自らの興味をもとに地

域を深く知り、考え、伝えることを目指してい

ます。
　本日はその前期の集大成として、16班によ

る発表会を開催。社会・商業・理科・英語・家庭

の5ジャンルに分かれ、それぞれが4分間のプ

レゼンテーションで学びの成果を披露しまし

た。発表する側は、聞き手に伝わるように工夫

を凝らし、班員と協力して内容を整理。聞く側

も、後期の活動に活かすために真剣に聞いて

いました。
　題材はすべて「岩美」。それぞれの班が、地域

の魅力や課題を自分たちの視点で掘り下げ、

未来への提案を発表。スライドには高校生な

らではのアイデアやユニークな表現が散りば

められていました。

まだまだ発展途中ではありますが、生徒たち

の柔軟な発想と地域へのまなざしは、これか

らの岩美をもっと面白くしてくれる予感に満

ちています。後期の学びがどんな形で広がっ

ていくのか今から楽しみです。

岩美高校「山陰ジオ
パーク学習」前期発表

会９月１２日

ようこそ岩美町！
笑顔と学びの
ようこそ岩美町！
笑顔と学びの

イングリッシュバスツアー
ENGLISH BUS TOUR
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　今回の講習会では、ジャマイカの代表的な家庭料理「ジャークチキン」と「ライ
ス＆ピーズ」の調理に挑戦。スパイスと野菜をペースト状にして鶏肉に揉み込
み、じっくり焼き上げるジャークチキンは、香ばしく深みのある味わいに仕上が
りました。ライス＆ピーズとの相性も抜群で、生徒たちからは「家でも作ってみ
たい！」という声があがるほどの好評ぶりでした。

　日頃の授業で調理に慣れている生徒たちは、材料の準備から調理まで手際よく進め、真剣に取り組んでいました。
スパイスの香りが漂う教室には、活気と好奇心が満ちており、食文化への理解を深める充実した学びの時間となりま
した。

　本日、家庭科授業の一環として、3年生の福祉・フード系選択者9名を
対象に、外部講師としてファイナンシャルプランナーの伊木恭憲さん
をお迎えし、社会人講師授業が行われました。

　今回の講座では、鳥取県の「子育て環境」「将来の収支状況」「住環境」など、都市部と比較した地域の優位性について
学び、鳥取での就職・生活の魅力を再発見する機会となりました。将来のライフイベントにかかる費用や、リスク管
理・資産形成といった長期的な経済計画についても、具体的な事例を交えて分かりやすく解説していただきました。
　特に印象的だったのは、鳥取県の子育て支援の充実ぶりをグラフで比較しながら紹介された場面。生徒たちは、地
元の環境が持つ可能性に改めて気づき、真剣な表情で耳を傾けていました。
　講座の中では、生徒から「どうしたらお金持ちになれますか？」という素朴な質問も飛び出しました。伊木さんは、

「まずは身の回りの整理整頓から始めてください。自分自身を見直すことが第一歩です」と答え、生徒たちにとって身
近な行動から始める大切さを伝えてくださいました。
　また、成人年齢の引き下げにより、高校生にも契約など社会的責任が求められることについても触れられ、将来に
向けた金銭感覚や判断力を養う重要性を考えるきっかけとなりました。
　今回の講座は、生徒たちが自分の将来を具体的に思い描き、地域での暮らしや経済的自立について深く考える貴重
な学びの時間となりました。
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とっとり子育て魅力発信事業講座８月２９日

～将来に向けたライフイベントとお金の管理～

「聞こえにくさ」に寄り添う力を育む８月２９日

手話言語基礎I で得た深い気づき
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　本日の「手話言語基礎I」では、鳥取聾学校より２名の先生を講師に
迎え、「聞こえにくさ」への理解を深める特別授業が行われました。は
じめに、難聴は外見では分かりづらく、誤解や不安を生みやすいこと
を学び、聞こえにくい人の困難を理解する機会となりました。
　続いて、雑音の中で指示を聞き取る難聴疑似体験を実施。聞こえな
い役を担った生徒は、周囲の動きに戸惑い、難聴者の不安を肌で感じ
た様子でした。
　補聴支援システム「ロジャー」「コミューン」の体験では、技術の進
化と配慮の大切さを実感。
授業後、生徒たちは「難聴の方の苦労を知った」「補聴器の重要性を理
解した」「手話の価値を再認識した」と振り返り、思いやりと知識を深
める貴重な学びとなりました。聞こえにくさに寄り添う心が育まれ
ています。

　岩美高校では、岩美町の特「食」を担う人材育成事業の一環として、
3年生フード系「食文化」授業にてジャマイカ料理講習会を開催しま
した。講師にお迎えしたのは、大山町地域おこし協力隊の藤本匡裕さ
ん。藤本さんは、ジャマイカ・バハマ・ベリーズの日本大使館で総料理
長を務めた経歴を持ち、ジャマイカの食文化に精通されています。

ジャマイカ料理で広がる食文化の学び
9月9日

本日、鳥取大学医学部保健学科より、大島麻美助
教、ピアサークルの学生の皆さんをお迎えし、2年
生を対象とした「ピア・エデュケーション」の授業
が行われました。
 この取り組みは、同世代の大学生（ピア）がファ
シリテーターとなり、思春期に直面する性や人間
関係の悩みについて、生徒自身が考え、語り合う
ことで理解を深める学習活動です。今年のテーマ
は「自分も相手も大切にできる交際」。恋愛や友情
の中で「大切にする」とは何かを、グループワーク
や劇、物語を通して探りました。

　授業では、ピアサークルの学生が進行役となり、「大切な人との関係性」について生徒と同じ目線
で対話を展開。ギリシャ神話をもとにした「アンドロギュノス」の物語を紹介しながら、愛のかたち
や自己理解について考える時間も設けられました。
　また、「デートDV」「望まない妊娠」「性感染症」「性的同意」など、現代の若者が知っておくべき重要
なテーマについては、劇を交えた分かりやすい解説があり、生徒たちは真剣な表情で耳を傾けてい
ました。

　各グループにはピアサークルの学生が1名ずつ
入り、専門的な知識をもとにアドバイスをしなが
ら、生徒の率直な意見を引き出すサポートも。年齢
の近い大学生だからこそ生まれる安心感の中で、
生徒たちは自分の考えを言葉にしながら、性に関
する知識と価値観を深めることができました。
　今年も、心に残る学びの時間をありがとうござ
いました。鳥取大学医学部保健学科ピアサークル
の皆さんに、心より感謝申し上げます。

「大切にするってどういうこと？」９月１９日

ピアサークルの大学生とリアルな学び
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8月7日 でかける体験入学

8月２２日 第２学期、始動。新たな挑戦が、ここから始まる。

　鳥取県内の県立高校が集まり、中学生やその保護
者に向けて、学校の魅力をアピールする特別なイベ
ント「トットリ・ハイスクール・アドベンチャー
2025」がイオンモール鳥取北セントラルコートで開
催されました。岩美高校は昨年に続き、今年２回目
の参加。

　イベントには、鳥取県中部と東部の高校1２校が
参加。会場にはそれぞれの学校の個性豊かなブース
が設置され、お祭りムードたっぷりの楽しいイベン
トとなりました。
岩美高校からは、７名の生徒がこのイベントに参加
し、岩美高ブースでは、生徒が企画した「岩美高クイ
ズ」で来場者との会話が弾み、ステージでは堂々と
学校紹介を披露。さらに、高校生ならではの視点で
語る高校生談義では、リアルな学校生活の魅力を熱
く語りました。
この日のために何度もリハーサルを重ね、準備万端
で臨んだ７名。全力でイベントを盛り上げ、本校の
魅力を大いにPRしてくれました。

　本日、いよいよ第２学期がスタートしました。始業式は、野澤校長の不在と猛暑への配慮から、事前収録された式
辞を各教室でオンデマンド配信し実施しました。
　式辞で、野澤校長は、生徒たちに３つの挑戦を呼びかけました。
１つ目は、「目標を具体的に立て、それに向かって努力すること」。ただ漠然と
願うのではなく、「何のために、何を、いつまでに、どれくらい」やるのかを明
確にし、失敗を恐れず、改善を重ねながら前進する姿勢が求められます。
２つ目は、「様々なことに挑戦し、自分の可能性を広げること」。好きなこと、
得意なことを軸にしながら、苦手なことにも一歩踏み出してみる。その挑戦
の先に、思いがけない才能や新たな自分との出会いがあるかもしれません。
そして３つ目は、「感謝の気持ちを忘れず、行動すること」。学校生活は、多く
の人の支えによって成り立っています。「ありがとう」の言葉だけでなく、行動でその思いを伝えることが、人との
つながりを深め、自分自身を豊かにします。
　２学期は、知識を深めるだけでなく、心を育てる時間でもあります。気持ちを新たに２学期のスタートを切りま
しょう。

　吉山さんの３週間の教員実習は、生徒や教員にとっても、かけが
えのない時間となりました。母校に帰り、教師として一歩を踏み出
した先輩の凛々しい姿は、生徒たちに勇気と希望を与えてくれま
した。
吉山さん、３週間お疲れ様でした。そして、これからも教師へと続
く夢に向かって、がんばってください！

「トットリ・ハイスクール・アドベンチャー2025」
　岩美高校の卒業生であり、現在は武庫川女子大学で体育教師を
目指して学ぶ吉山さんが、母校・岩美高校にて教員実習を行いまし
た。かつてバレー部で活躍した先輩が、懐かしい学び舎に戻り、生
徒と先生方とともに過ごした３週間は、充実した学びと温かな交
流に満ちていました。

■体育実習「バレーボール」
　「ペアにボールを渡せるようになること」
を目標に、アンダーハンドパスとオーバー
ハンドパスの技術を学ぶ授業。吉山さんは、
それぞれのパスのポイントを丁寧に説明
し、生徒たちが実践しやすいよう工夫され
た指導を行いました。計画性とわかりやす
さが光る授業に、生徒たちも積極的に取り
組んでいました。

■保健「働くことと健康」
　「日々の楽しみを叶えるには、働くことが必
要」そんな問いかけから始まった授業では、仕
事と私生活のバランスの大切さを学びました。
吉山さんは、生徒たちと一緒に「今日からでき
ること」を考え、将来のワークライフバランス
を意識した生き方について指導しました。

■３週間の実習を終えて、生徒へのメッセージ　
　「実習前は緊張していたけれど、みんなと関われて本当に楽し
かった。」「自分へのご褒美をつくって、頑張れる理由を持つとい
い。勉強と楽しみのメリハリをつけてほしい。高校の制服が着ら
れるのは限られた時間。今の生活や友達との時間を大切に、悔い
のないように過ごしてください。」と感謝と激励を込めたメッ
セージを送りました。

９月１９日 岩美高校卒業生・吉山さん
教員実習で生徒と心通わせた３週間



９月５日

２年生研修旅行 in 神戸・大阪
　今年度の２年生研修旅行は、関西の魅力がぎゅっと詰
まった神戸・大阪へ！２泊３日の旅を通して、生徒たちは多
彩な学びと忘れられない思い出を作りました。都市の文化、
科学、防災、そしてエンターテインメントまで、心と知識を
豊かにする体験が盛りだくさんでした。

■１日目：大学キャンパスの風、宇宙の光、そして海のきらめき　
　鳥取を出発した一行が最初に訪れたのは、神戸の流通科学大学。大学の概要説明の後、現役大学生によるキャン
パスツアーが行われ、生徒たちは広大な敷地や施設に目を輝かせながら、進学へのイメージを膨らませていまし
た。昼食はキャンパス内の学生食堂で大学生活の雰囲気を味わいました。
　午後は、明石天文台で宇宙の神秘に触れる時間。星や惑星の話に耳を傾けながら、科学への興味を深めました。
続いて訪れた「人と防災未来センター」では、震災の記録と教訓を学び、命の大切さと防災意識を高める貴重な体
験となりました。そして夜は、神戸港クルーズへ。船内での夕食の後の海風を感じながら景色を眺める優雅なひと
ときに生徒たちの表情もほころびました。

■２日目：街歩きと創作活動　　
　２日目は、班ごとに市内を自由散策。ショッピングや街の雰囲気を楽しみながら、仲間との交流も深
まりました。午後は、毎年恒例のカップヌードルミュージアムへ。自分だけのオリジナルカップヌード
ルづくりに挑戦し、創造力と個性が光る時間となりました。完成したカップを手にした生徒たちの笑顔
が印象的でした。

■３日目：USJで思い出づくり　
　最終日は、待ちに待った大阪・ユニバーサル・スタジオ・
ジャパンへ！心配していたお天気の影響もなく、６時間
たっぷりとアトラクションやショーを満喫。非日常の世界
に飛び込んだ生徒たちは、歓声と笑顔でいっぱいでした。

３日間を通して、生徒たちは規律を守りながらも、積極的に学び、仲間と協力し、たくさんの感動を共有
しました。今回の研修旅行は、きっと一人ひとりの心に残る大切な経験となったことでしょう。
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　岩美高校1年生の探究学習「いわたん１」の一環として、岩美町の魅力や課題を体感するワークショップを開催し
ました。地域にゆかりのある企業・団体・個人の方々を講師に迎え、自然・農業・環境・歴史・国際交流など、幅広い分野
の講演と体験活動を通して、生徒たちは岩美の多様な側面に触れました。講師の皆様の熱意あるご指導のもと、生徒
たちは積極的に学び、手を動かし、考え、感じる時間を過ごしました。

　今回のワークショップを通じて、生徒たちは岩美町の自然・文化・課題に触れ、地域と自分自身のつながりを考え
る貴重な機会となりました。多様な分野の講演と体験は、今後の探究活動のヒントとなるはずです。生徒たちの前向
きな姿勢と柔軟な発想が、これからの学びをさらに豊かにしてくれることでしょう。
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　岩美高校1年生の探究学習「いわたん１」の一環として、岩美町の魅
力や課題を体感するワークショップを開催しました。地域にゆかりの
ある企業・団体・個人の方々を講師に迎え、自然・農業・環境・歴史・国際
交流など、幅広い分野の講演と体験活動を通して、生徒たちは岩美の
多様な側面に触れました。講師の皆様の熱意あるご指導のもと、生徒
たちは積極的に学び、手を動かし、考え、感じる時間を過ごしました。

■山陰海岸ジオパーク　海と大地の自然館　安藤和也さん

　たなか農園さんが栽培している青パパイヤの栽培について学び、青
パパイヤを使ったサラダを作りました。この日は、鳥取城北日本語学
校から留学生9名も参加し、ミャンマー・ネパール・モンゴル出身の学
生によるオリジナルドレッシングも提供されました。岩美の農業を通
じた国際交流に、生徒たちは笑顔で交流を楽しみました。

■パパイヤ農家たなか農園　田中　彰彦さん

　岩美町の害獣被害の現状と鹿罠の設置について学び、鹿野の角を
使ったアクセサリー作りを行いました。
岩美町で狩猟された鹿の角を有効活用について考え、活用の１つとし
て、アクセサリー作りを行いました。生徒たちは楽しく作業に取り組
んでいました。

■岩美町猟友会　徳田　修二さん

　岩美町大谷出身の偉人・澤春蔵氏の生涯を、手作り紙芝居で紹介い
ただきました。デジタル世代の生徒たちにとって紙芝居は新鮮で、食
い入るように見入る姿が印象的でした。続いて、米袋のヒモを使った
籠作りにも挑戦し、環境に配慮したクラフト体験を楽しみました。

■岩美町立大岩こども館　児童厚生員　澤田　和恵さん

　地球温暖化の現状と私たちにできることについての講演の後、「果
物から電気エネルギーを取り出す」ワークショップを実施。身近な素
材から電気を生み出す実験に、生徒たちは驚きと好奇心をもって取り
組みました。

■とっとりエコサポーターズ 環境教育・学習アドバイザー 熊谷　春美さん
　公立鳥取環境大学環境学部環境学科　学生２名

９月５日 地域とつながる学びの時間
いわたん１ワークショップ


